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土
が
堆
積
し
て
水
が
流
れ
な
い

と
地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、
町

が
バ
キ
ュ
ー
ム
で
吸
い
込
む
作

業
を
業
者
委
託
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
型
の
側
溝
以
外
で
生
活

排
水
を
流
し
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
は
、
町
内
一
日
清
掃
な
ど

で
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

【
基
金
増
額
の
考
え
は
】

Ｑ
市
原
成
一
議
員

　

近
年
、
基
金
残
高
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
公
共

施
設
の
建
て
替
え
時
期
を
迎
え

る
な
ど
、
更
に
財
政
需
要
が
増

大
す
る
も
の
と
予
測
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
備
え
基
金
を
増
額
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
財
政
課

　

基
金
は
少
し
で
も
増
額
し
た

い
と
の
考
え
は
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
有
基
金
も
、
利
率
の

有
利
な
も
の
を
選
択
し
運
用
に

努
め
て
い
ま
す
。
併
せ
て
今
後

の
予
算
編
成
で
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
の
考
え
方
に
よ
り
、

一
層
の
歳
出
抑
制
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
道
路
改
良
事
業
】

Ｑ
宮
薗
博
香
議
員

　

道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
等
と
も
十
分
協
議
を
し

た
う
え
で
、
早
期
に
完
成
で
き

側
溝
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
蓋

が
開
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、

【
側
溝
清
掃
作
業
委
託
】

Ｑ
川
島
富
士
子
議
員

　

側
溝
清
掃
の
作
業
委
託
と
は

Ａ
都
市
建
設
課

　

町
道
Ｈ
１
７
３
号
線
で
、
光

楽
園
老
人
ホ
ー
ム
の
前
の
し
お

さ
い
道
路
に
な
り
ま
す
。
大
型

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
特
に
、
町
道
Ⅱ
―
10
号

線
（
下
町
踏
切
を
横
断
し
、
１

号
線
へ
南
下
す
る
町
道
）
は
、

通
学
路
で
あ
り
な
が
ら
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

早
期
に
改
善
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
都
市
建
設
課

　

只
今
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
道
Ⅱ
―
10
号

線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
行
い
、
令
和
12
年
度
か

ら
踏
切
の
設
計
に
入
る
と
回
答

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

完
成
予
定
時
期
は
概
ね
５
年
ほ

ど
延
び
る
と
認
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
横
芝
光
Ｉ
Ｃ
周
辺
産
業
用
地
】

Ｑ
森
川
貴
恵
議
員　

　

横
芝
光
Ｉ
Ｃ
周
辺
産
業
用
地

に
事
業
所
立
地
を
検
討
し
て
い

る
企
業
５
社
の
今
後
進
展
の
可

能
性
は

Ａ
未
来
づ
く
り
課

　

企
業
進
出
に
は
地
下
水
の
利

用
が
必
須
、
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
に

つ
い
て
リ
ス
ク
が
少
な
い
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
今
年
度
補
正
で
ハ

ザ
ー
ド
調
査
を
行
い
、
地
下
水

調
査
に
つ
い
て
も
今
後
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
町
道
Ⅰ
ー
８
号
線
】

Ｑ
森
川
貴
恵
議
員

　

町
道
Ⅰ
―
８
号
線
と
県
道
が

交
わ
る
点
に
信
号
機
は

Ａ
都
市
建
設
課

　

信
号
機
が
な
い
交
差
点
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
種
会
計
を
徹
底
検
証

各
種
会
計
を
徹
底
検
証

　

令
和
７
年
度
の
決
算
調
査
は
、
９
月
７
日
〜
９
日

　

令
和
７
年
度
の
決
算
調
査
は
、
９
月
７
日
〜
９
日

の
３
日
間
、
各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ

の
３
日
間
、
各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
分
野
の
決
算
を
徹
底
調
査
し
、
こ
れ
か

ま
し
た
。
各
分
野
の
決
算
を
徹
底
調
査
し
、
こ
れ
か

ら
の
行
政
運
営
を
執
行
す
る
う
え
で
、
貴
重
な
討
論

ら
の
行
政
運
営
を
執
行
す
る
う
え
で
、
貴
重
な
討
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
長
・
監
査
委
員
は
出
席
し
ま
せ
ん

※
議
長
・
監
査
委
員
は
出
席
し
ま
せ
ん

総
務
経
済
常
任
委
員
会 

９
月
７
日
・
８
日

〜
令
和
７
年
度　

決
算
調
査
〜

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
課

　

 

総
務
課
・
税
務
課
・
財
政
課
・

出
納
室
・
企
画
空
港
課
・
都
市

建
設
課
・
未
来
づ
く
り
課
・
産

業
課
・
農
業
委
員
会
・
環
境
防

災
課
・
食
肉
セ
ン
タ
ー
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【
東
陽
病
院
人
間
ド
ッ
ク
受
診

件
数
】

Ｑ
鈴
木
唯
夫
議
員

　

東
陽
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
件
数
を
増
や
す
た
め
の
方
策

はＡ
東
陽
病
院

　

人
間
ド
ッ
ク
待
機
部
屋
を
３

階
に
あ
る
２
部
屋
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
院
内
移
動
の
不

便
、
待
機
す
る
部
屋
構
造
の
問

題
で
場
合
に
よ
っ
て
は
２
名
の

受
診
し
か
出
来
な
い
制
限
等
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

1
階
に
人
間
ド
ッ
ク
待
機
ル
ー

ム
を
整
備
し
、
１
日
３
名
の
受

診
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
予

約
人
数
枠
が
２
名
か
ら
３
名
に

増
え
、
各
種
検
査
室
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

今
後
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
実
施
し
な

が
ら
、
受
診
者
増
加
に
努
め
ま

す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス

負
担
金
】

Ｑ
森
大
地
議
員

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス

負
担
金
のU

dem
y Business

の
具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て

Ａ
企
画
空
港
課

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス

U
dem
y Business

は
デ
ジ
タ

ル
推
進
室
の
発
足
時
か
ら
Ｄ
Ｘ

を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
の
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
能
力
を
高
め
、
人

材
を
育
成
す
る
方
針
か
ら
令
和

６
年
度
か
ら
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
上
の
様
々
な

ツ
ー
ル
と
多
岐
に
わ
た
る
業
務

を
連
携
さ
せ
ど
の
よ
う
に
業
務

の
効
率
化
を
図
れ
る
か
、
と

い
っ
た
講
座
が
多
数
あ
り
、
対

象
職
員
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

【
新
た
な
居
住
者
獲
得
事
業
】

Ｑ
霞
浩
子
議
員

　

新
た
な
居
住
者
獲
得
事
業
、

１
，
０
０
０
万
円
強
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か

を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

Ａ
企
画
空
港
課　

　

駅
北
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

こ
ど
も
の
国
跡
地
の
整
備
、
ま

た
、
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
展
開
と
し
て
、
英
語
教

育
に
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

委
託
事
業
者
の
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
も
含

め
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
・
川
の

魅
力
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
実

行
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
】

Ｑ
山
﨑
義
貞
議
員　

　

介
護
保
険
料
は
年
金
受
給
額

が
少
額
の
場
合
は
年
金
か
ら
引

か
れ
ず
に
普
通
徴
収
に
な
り
、

結
果
滞
納
と
な
っ
て
し
ま
う
。

収
入
の
少
な
い
人
が
介
護
保
険

を
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
福
祉
課

　

国
民
健
康
保
険
税
や
他
の
税

金
等
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
分
割
納
付
等
の
相
談
に
応

じ
、
な
る
べ
く
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
適
用
し
な
い
で
済
む
よ
う
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
国
保
会
計
】

Ｑ
秋
鹿
幹
夫
議
員

　

特
定
健
診
受
診
率
向
上
事
業

は
ど
の
様
な
取
り
組
み
か
。　

ま
た
こ
の
事
業
に
対
す
る
交
付

金
は
入
っ
て
い
る
か
。

Ａ
住
民
課　

　

Ａ
Ｉ
で
分
析
を
行
い
、
個
人

の
特
性
に
合
っ
た
６
種
類
の
内

容
の
は
が
き
を
２
回
送
り
、
受

診
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
が

交
付
金
の
対
象
で
す
。

要
望
秋
鹿
幹
夫
議
員

　

国
保
会
計
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
も
行
っ
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

出
来
る
だ
け
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
で
効
果
を
上
げ
て
貰
い

た
い
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会
所
管
課

　

 

健
康
こ
ど
も
課
・
福
祉
課
・
住

民
課
・
東
陽
病
院
・
教
育
課
・

社
会
文
化
課

民
生
文
教
常
任
委
員
会 

９
月
９
日
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【
特
別
教
育
支
援
員
の
配
置
】

Ｑ
内
田
美
穂
議
員　

　

特
別
教
育
支
援
員
の
配
置
に

関
し
、
予
算
で
は
18
名
で
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
決
算
で
は
前

年
度
と
比
較
し
て
１
名
増
え
て

い
る
も
の
の
17
名
と
な
っ
て
い

る
。
１
名
増
え
た
背
景
と
そ
の

効
果
、
ま
た
17
名
と
な
っ
た
理

由
は
。

Ａ
教
育
課

　

学
校
か
ら
の
配
置
要
請
が
あ

り
１
名
増
や
し
た
。
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と

で
先
生
方
の
支
援
に
も
な
っ
て

い
る
。
17
名
に
と
な
っ
た
理
由

は
人
材
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

た
め
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活

動
支
援
事
業
】

Ｑ
印
東
彦
治
議
員

　

運
営
費
補
助
金
が
５
０
０
万

円
で
、
加
算
分
１
２
０
万
円
を

含
め
６
２
０
万
円
の
補
助
金
を

町
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
支
出
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
福
祉
課

　

運
営
費
補
助
金
５
０
０
万
円

の
理
由
で
す
が
、
国
の
制
度
に

お
け
る
基
準
が
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に

ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
「
Ｂ
ラ
ン
ク
」
に
該
当

す
る
た
め
、
そ
の
基
準
に
基
づ

き
運
営
費
と
し
て
５
０
０
万
円

を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

１
２
０
万
円
の
補
助
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
齢
者
活
用
、
現

役
世
代
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
分

の
デ
ジ
タ
ル
利
用
促
進
事
業
補

助
と
し
て
１
２
０
万
円
を
支
出

し
て
お
り
ま
す
。

　山武市成東文化会館「のぎくプラザ」にて、第 60 回山武郡市議会議員研修会が開催
され、自治体議会研究所の髙沖秀宣氏を講師にお招きし、「議員力と議会力」をテーマ
に講演を拝聴しました。
　講演では、議員一人ひとりが住民の声を的確に捉え、政策課題を見いだし、調査・研
究を重ねながら政策提言につなげていく『議員
力』についての認識は高いが、これに繋がる政
策立案を過半数の議員間で議論を深め、議会全
体として政策形成機能を高めて政策実現に向け
活動する『議会力』が低いので、強化していく
事が必要である。そのためには議会基本条例や
政治倫理条例を制定し議員の資質向上に努める
べきとの事でした。
　また、議会は単なる議決機関ではなく、憲法
に定められているとおり、議案の審議、熟議を
行う機関であり、こういった意識が低いと、議
会の空洞化を招くというお話もあり、意識改革
の重要性についても学びました。
　今回の研修を通じ、議員として常に研鑽を重
ねるとともに、議会としての役割と責任を改め
て認識しました。今後も住民の皆さまの声を大
切にし、より信頼される議会を目指して活動し
てまいります。

山武郡市議会議員研修会
2026

7 24
Fri
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